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C 168 乳化剔がﾉlヽ瓦紛i地の物性に及ぼ｀i影*$ （第l駈ご）

矢践々子大家紋　　地田良香

　1§1的　麺生地に軋化剤を梗用i ゐ目的は丿ト気勅中外ヂンアv ■ﾜ勺ﾚ子yf作用して，

食感・作東の改巻・も把筋血署であろいりわれていゐ。そこで本研乳'に. 乳化剤が. 生

地物性に及ぼ可動可^%し化刹黒添加。場合ヒ比較検討しr--.

　方隋　小軋粉にし強力粉・有力紛のｚ種乞，乳化*Jは.ﾜ丿七リン脂肪酸エス刊ﾚ(&-F･E)

入千フリル奪し酸カ･レシツム(C小L), 大S-リン脂質(p･§) ，シ>.がーエ入力ﾚ(S'£)の吽種l用｡い

麺ま地乞調髪し仁。ま剱・蔀で･麺は, 切断試験,麺恥a.咀しそく試験乞レ才又－5' づて

よリ, 昴で液の濁皮試練は, 600~7初回の吸光覆を測芝しに，ﾉl、気転生地の特性誠験は，ア

ミロずうフ, つ7 '] j グうフよリ測定しに. なお, 茄で麺につ丿てば,官能検^勧乱re.

　鯖果，コント0一)l と比較して以下の重りで｀ある。

(D強力粉の生麺･ 而で麺の強皮は，冲連いずれの乳化剤じも尚値を示レ一方奪ヵ鋤で召，

託匹ま麺■ 知で｀麺の1日後の強度が低千し仁。②強力紛の麺苧では, 03-し■p<,硬ご■ も

ろぐで訓直を示しにのに対し，P-Sl3,低値であっ良- 薄力粉rは，A糎いず誰も碓で■ も

ろさて哺緩＼禾しに. ③':%虔ば. Grﾁ･£,C-S-しで低下しに。④糊化圓妬温戻町)け，&千･E丿E

乙ヽ副直乞ふしに。I にGf･T ば，如でヽ麺斜刀の強度と相関炉認ヽめ弓れh。最高粘良(㈲/よ

汁E，OS･L,3-Eで副直% 示しr-。3 r-M･いま, むろこいこ相関が認めうれに。ま児哨成晴間

口, 強力粉てｸﾞは, &千弓f･sが矩綿ざれ，薄力粉でｰは，Cffモ，OS P<短鴎ひれ仁。⑤官能挾麦

■a,総姶評佃で≒Gf･£, S･tヵ叫乳fれぢ-A ，1 'A でヽヽ肩蔦ヽに好まれrと。

　以上の紹敷よ卜(rf･E, 旺，C･5･Lの添卸影響が諭められ仁，


